
    
 「Win Bird 校務セキュリティ」 

のアップデート方法 （Update1100 編） 
 

 「Win Bird Business Security System」  

    
 

I. はじめに 

次の製品において、Windows 11 の自宅パソコンを利用可能にするためのアップデート方法 

について、説明します。 

対象製品 
「Win Bird 校務セキュリティ」 

「Win Bird Business Security System」 

対象バージョン 
Ver 7.0.0 / 7.0.1 / 7.0.2 / 7.0.3 

Ver 7.1.1 / 7.1.2 / 7.1.3 / 7.1.4 / 7.1.4C 

 

尚、アップデート後の製品対応 OS は次の通りになります。（2022 年 2 月現在） 

対応 OS 

Windows 8.1  

Windows 10  

Windows 11  

 

アップデート作業を行う環境は、次の通りです。 

・当製品のコントローラー(管理機能)がインストールされたパソコンで作業します。 

・管理者権限を持つ Windows アカウントが必要です。管理者のアカウントとパス 

ワードを準備してください。 

・管理メニューを起動するためにパスワード入力が必要です。設定されているパス 

ワードを確認しておいてください。 

 

アップデート作業の大まかな流れを図で示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

コントローラー(管理機能)のアップデート 

個人パソコン(自宅)で使用する USB メモリのアップデート 

USB メモリ分 
繰り返し 



II. コントローラー(管理機能)のアップデート 

(１) 「Update1100.exe」を起動します。 

「ユーザー アカウント制御」画面では、管理者アカウントのパスワードを入力して 

ください。 （Windows に管理者権限を持つアカウントでサインインしているときは 

パスワード入力不要です） 

 

(２) [実行]をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(３) [OK]をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

  



III. 個人パソコン(自宅)で使用する USB メモリのアップデート 

アップデートが終了したコントローラー(管理機能)を利用して、個人パソコン(自宅)で使用

する USB メモリ内に格納されたプログラムのアップデートを行います。 

 

 

 

 

(１) 管理機能を起動します。 

(２) [USB メモリ管理]をクリックします。 

(３) 「USB メモリ管理」画面が表示されたら、アップデートを行う USB メモリ分、 

以下を繰り返します。 

 

 

 

 

メッセージ 選択 

データ領域を削除しますか？ いいえ 

利用を許可したパソコンの情報を削除しますか？ いいえ 

 

 

 

メッセージ 選択 

データ領域を削除しますか？ はい 

利用を許可したパソコンの情報を削除しますか？ いいえ 

   （データが削除されます。クライアントでデータ領域の作成が必要になります。） 

 

 

 

 

(４) 「USB メモリ管理」および「管理機能メニュー」画面を閉じて終了です。  

注意：USB メモリ内のデータが削除されることがあります。（復旧はできません） 

予め、USB メモリ内の必要なデータファイルは取り出してください。 



IV. 個人パソコン(自宅)での USB メモリ使用の再許可について 

Windows10 から Windows11 にアップグレードしたパソコンはアップグレード前と環境が 

異なるため、ＵSB メモリを使用するには個人パソコンを識別する情報を取得し直して、 

管理者による許可が必要になります。 

いざ自宅パソコンでＵSB メモリを使用しようとしたとき、許可手続きに手間取らないよう

に、USB メモリのアップデート後に許可を済ませておくことをお奨めします。 

 

 

 

 

V. 付録 

USB メモリのアップデートに関して、以下のマニュアルを参考にしてください。 

 

ユーザーズマニュアル 管理機能 (管理機能のヘルプより開きます) 

 第１章 管理機能 

  ２－１．新しい USB メモリを使用可能にするには 

  ２－８．USB メモリ内のシステムが不足した場合には 

  

ユーザーズマニュアル クライアント (Windowsのスタートメニューより開きます) 

 第１章 クライアント 

  ２．データを自宅に持ち出す(編集データを戻す)には 

   

 

USB メモリ使用の再許可に関して、以下のマニュアルを参考にしてください。 

 

ユーザーズマニュアル 管理機能 (管理機能のヘルプより開きます) 

 第１章 管理機能 

  ２－５．個人パソコンの使用を許可／禁止するには 

  

ユーザーズマニュアル クライアント (Windowsのスタートメニューより開きます) 

 第２章 個人パソコン 

  １．準備 

   

 


